
令和６年度 第１回 高松市美しいまちづくり・景観審議会

資料－１

令和６年１０月１５日（火）
高 松 市 都 市 計 画 課
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景観計画の改定及び夜間景観ガイドライン

の策定について



景観計画の位置付け

１ 現行計画策定以降の状況等の変化
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第７次高松市総合計画（R6.4改定）

高松市都市計画マスタープラン（H29.8改定）
※R6年度改定予定

高松市景観条例
※景観法に基づく委任条例

高松市景観計画（H28.4改定）

高松市環境
美化条例

その他関連条例
・要網による事業

高松市屋外広告物条例

高松市美しいまちづくり条例
高松市美しいまちづくり基本計画（H23.3策定）

計画の整合・連携を図り、

ゆとりと潤いのある美しいまちを実現するため

景観計画の改定が必要

【関連計画】
高松市環境基本計画（R6.3改定）
高松市緑の基本計画（R2.3改定）

第3次高松市創造都市推進ビジョン
（R6.3改定）

景観計画改定
以降に策定

⚫ 景観計画改定から８年が経過

⚫ 上位・関連計画の改定

⚫ まちの構造が変わりつつある状況
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１ 現行計画策定以降の状況等の変化

現行の景観計画に関する総括 -景観条例に基づく規制・誘導-

景観条例に基づく規制・誘導
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事前協議の件数
（件）• 景観の保全、育成又は創造を図り、ゆとりと

潤いのある美しいまちにすることを目的に、

H24年に景観条例を施行

• 一定規模以上の建築物の建築や、開発行為に

ついて区域ごとに景観形成基準を定めている

• 植栽の増設や外壁の色彩変更を提案し、景観

的配慮を誘導すべく、事前協議を行う

現状における問題点

• 事前協議における景観的配慮の提案は、事業主の考えにより、その反映は限定的

• 公共施設は、景観法上、届出で足りるため、全ての事業主が事前協議に応じてくれてい

るわけではない

景観上重要な地区において、もれなく規制・誘導を行うため、

必要な手法を検討
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現行の景観計画に関する総括 -屋外広告物条例に基づく規制・誘導-

１ 現行計画策定以降の状況等の変化

屋外広告物条例に基づく規制・誘導

• 良好な景観を形成し、若しくは風致を維持し、又は公衆に対する危害を防止することを

目的にH11年に屋外広告物条例を施行

• 屋外広告物の表示・設置並びに、これらの維持を目的に必要な規制の基準を定めている

現状における問題点

• 用途地域を踏まえた規制内容としているが、史跡に指定されている玉藻公園等の重要な

エリアにおいては、その特性と調和する景観が重要

エリア特性を鑑みた規制について見直しを検討

玉藻公園周辺の屋外広告物の状況

• 平成26年の条例改正後、約900件の広告物が既存不適

格となったが、是正を促し、約700件の広告物が適正

に更新された

• R6.4以降、不適合となった約200件の屋外広告物につ

いて、引き続き、その是正に取り組んでいる
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現行の景観計画に関する総括 -史跡高松城跡の保存整備-

１ 現行計画策定以降の状況等の変化

史跡高松城跡保存整備基本計画に基づく保存整備

• 高松城の史跡としての本質的価値を明確化し、その価

値を確実に保存し、広くわかりやすく伝え活用するた

めの計画として、R4.3に文化財課が策定

• 美しいまちづくり基本計画における施策「城下町とし

ての歴史を今に伝える景観の保全」において、歴史的

な資源を生かしながら、高松城跡に対する眺望の確保

に努め、城下町としての歴史と現代の活力が調和した

都市景観の形成を図ることとしている

• R4.7に桜御門を復元し、天守台・石垣・艮櫓のライト

アップや、西門・桜御門のプロジェクションマッピン

グイベントを実施

桜御門のプロジェクションマッピング

艮櫓のライトアップ

シビックプライドの醸成につながるような、

ライトアップ等による 「魅せ方」 の工夫が必要



１ 現行計画策定以降の状況等の変化
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出典）香川県 R4,5年度高松空港利用状況について

新型コロナウイルス感染症拡大の影響を受けながらも、県外観光客やインバウンドは

約９割まで回復し、「世界都市・高松」を目指す一翼を担っている。

都市構造の変化のポイント
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出典）令和５年香川県観光客動態調査報告（確定版）

• 県外観光客入込数は、平成元年以降において年々増

加し、令和元年には過去最高の入れ込み数となった

• 新型コロナウイルス感染症拡大の影響により一時的

に激減したが、令和５年は令和元年の約９割まで回

復した

• 国際定期路線の利用者数は、新型コロナウイルス感

染症拡大の影響により一時的に激減したが、高松空

港に就航している国際線４路線のすべてが再開した

影響もあり、令和５年は令和元年の約９割まで回復

した



１ 現行計画策定以降の状況等の変化
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サンポートエリアに開発が集中し、

Ｒ７年度に向けて各コンテンツの完成時期が集中している

都市構造の変化のポイント

H16のサンポートエリア

JR高松駅

高松港

ことでん築港駅

香川県立アリーナ（あなぶきアリーナ香川）
R7年春オープン
（最大収容人数：１万人（中四国最大級）

ＪＲ高松駅ビル（TAKAMATSU ORNE）
R6.3開業
（約５０店舗の商業施設が出店）

マンダリンオリエンタル瀬戸内
R9年夏開業

資料）合同会社四国まちづくり＆おもてなしプランニングプレス

徳島文理大学 高松駅キャンパス

R7.4開校

資料）徳島文理大学 受験生応援サイト

Ｒ4.12～ 高松環状道路（福岡町～檀紙町）計画

Ｒ5～ 高松駅周辺（サンポート）エリアにおける開発の集中
Ｒ5.4～ 高松中心市街地プロムナード化検討



１ 現行計画策定以降の状況等の変化
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都市構造の変化のポイントのまとめ

⚫ 上位計画となる第７次高松市総合計画におい

て「世界都市・高松」を目指している

⚫ サンポートエリアにおいて、強いコンテンツ

が集中して完成する

サンポートエリアの景観を、

重点的に考える必要がある



R4高松市航空写真

サンポート高松周辺地区の景観の課題

• 親水空間によって、五感で海を感じられる場所
• シンボルとしての「せとしるべ」
• 多様な人が思い思いの過ごし方ができる海辺

・気持ちのよい港の空間

・海と市街地が
一体となり、ま
ちを形成

・臨海部であり
ながら、緑の
潤いが感じら
れる空間

・ガラス張りで、空が映し出される低層階
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五感をつかって楽しめる、海に開かれた場所

にぎわいのための余白

・瀬戸内海へと行き来するだけでなく、
国際的な大型フェリーも立ち寄るなど、
海の玄関口（右写真：国土交通省ホームページ）

開放的なデザイン

海とまちが一体となった空間

２ サンポート高松・玉藻公園周辺地区における現況

都市構造の変化のポイント -サンポートエリアの現況-

• 人が出会い交流する公共空間が豊富であり、
現在、プロムナード化事業が進められている



R4高松市航空写真

・かつての面影を残す眺望

・海に近接し、堀の内側に海水を引き込む
・海へと出入りする「水手御門」も現存し、海とのつながりを象徴している

・景観に影響していると
思われる屋外広告物
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落ち着きある周辺の建築物デザイン海とのつながりを今も保つ、独創的な海城

・玉藻公園と海との
間は、海と一体と
なった海城の景観
形成に寄与する重
要な空間である

風格と文化が感じられるエリア
・松などの豊かな緑が、歴史の風格を感じさせる
・文化都市の趣きを感じるアート作品
・エリアには、美術館やホールなど、文化的施設が集積

・周辺の市街地への眺望は、建物の外壁の彩度が抑えられ、まと
まりのある景観が形成されている

景観に影響のある
屋外広告物

２ サンポート高松・玉藻公園周辺地区における現況

都市構造の変化のポイント -玉藻公園周辺地区の現況-



◼ 調査概要
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２ サンポート高松・玉藻公園周辺地区における現況

中心市街地の回遊状況の調査

調査の目的

• 観光客の回遊の状況とその経路を把握
• 観光客から見た印象を把握

調査対象

観光客（日本人、外国人含む）30人程度

実施日時

R6.8.2（金） 15:30～20:00

調査場所

丸亀町商店街、栗林公園前、サンポートエリア、
玉藻公園前

調査方法

観光客、来訪者を対象に、街頭インタビュー形
式で調査

回答者数

42組
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栗林公園前 サンポート防波堤

・フェリー乗り場
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調査場所別回答者数（組）
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２ サンポート高松・玉藻公園周辺地区における現況

中心市街地の回遊状況の調査結果

• サンポートの海、夕陽や夜景は、訪れた人からの評価は高い

• サンポートに、夕焼けの時間帯を狙って訪れている人は少ない

• スポット的に観光されているが、回遊行動にはつながっていない

14
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島 サンポート 玉藻公園 栗林公園 屋島 北浜alley 商店街

主な目的地（複数回答あり）（組）

◼ 調査結果

27

15

高松が目的か

宿泊

立ち寄り※

• 島への観光が最も多く、戻った後に玉藻公園に立ち寄っている
• 島が目的の人は、島以外の情報を積極的に収集していない
• 栗林公園はガイド誌で評価され認知度が高く目的地となっている

が、ここが目的の人はすぐに市外へ移動する傾向が高い
• 宿泊地から近い商店街に立ち寄る人が多い

※宿泊後すぐ
移動を含む

• 市外観光がメインで、高松は１か所だけ
立ち寄って移動する人が約４割いる

• 骨付鳥やうどんを食べに立ち寄っただけ
の人もいる

その他意見等を集約した評価

「海」「夕陽」「夜景」は訪れた人からの評価は高いが、コンテンツとしては認知されて

いない状況であり、夜間景観の仕掛け方について考える意味があるのではないか



中央公園

玉藻公園

高松駅

県立アリーナ
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近い距離にナイトスポットがたくさんある

・高松駅からサンポート高松、玉藻公園、商店街、中央公園へは歩いてアク
セスできる距離にあり、ナイトタイムを楽しめるスポットが凝縮されている

・海辺の光が少ない場所

みなとまちらしい夜間景観

・海辺では、サンポート高松や中心市街地のビルの照明や、港湾
施設の照明が海面に映り、きらびやかな印象を与える

光のつながりが途切れている
・中央通り沿いの、暗い場所

・アーケードやドームと店舗が、華
やかに人を迎える商店街の光

・多くの人が利用し、商業施設も併設
するJR高松駅の光

・石垣をライトアップした、シンボル性
の高い玉藻公園の光

・店舗の光がつながっていない場所（菊池寛通り）

２ サンポート高松・玉藻公園周辺地区における現況

中心市街地の夜間景観の現況
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２ サンポート高松・玉藻公園周辺地区における現況

まとめ

⚫ 現行の景観計画は一定の成果があった

⚫ インバウンドの増加やサンポートエリアにおける開発の集中が起こり、

世間の潮流においてサンポートエリアの価値が高まっている

⚫ サンポートエリアは、コンテンツはあるが認知されていない状況であり、

エリアに磨きをかける余地がある

⚫ ナイトタイムエコノミーの推進に向け、夜間景観についての整理が急務

都市構造の変化を踏まえた景観計画の改定や、市として目指すべき夜間

景観の方向性を示すガイドラインを策定していく

サンポートエリアにおいて、

景観をパッケージでまとめることにより、

都市の魅力をあげられるのではないか



海との関係性

３ 現況を踏まえて考えられる課題

親水空間せとしるべ
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景観計画改定に必要となるポイントと課題 -サンポートエリア-

• みなととまちが一体となったエリアの良さを
活かした、みなと空間のデザインの質の向上

緑の状況

• 潤いあるみなと
まちとするため
の、緑化の拡大

海からの眺望

• 海からの眺望を
意識した建築物
等の景観形成へ
の配慮

にぎわい

• 人が「出会い」
「滞留」できる
豊富な公共空間
におけるサイン
等のデザインの
統一化

協働による取組

• 市民、民間事業者、港湾施設管理者をはじめ
とする公共団体などと連携した、景観づくり



海との関係性

３ 現況を踏まえて考えられる課題
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景観計画改定に必要となるポイントと課題 -玉藻公園周辺-

• 玉藻公園と海との間におけるキャッスルプロム
ナードの整備等による、海と一体となった海域
としての空間形成

周辺の状況

• 玉藻公園周辺の
景観を保全する
ための、屋外広
告物などの適切
な規制・誘導

海からの眺望

玉藻公園からの眺望

協働による取組

• 市民、民間事業者、港湾施設管理者をはじめとする公共団体などと連携した、景観づくり

• 海からの眺望を意識した建築物等の景観形
成への配慮

• 玉藻公園からの眺望を意識した建築物等の景
観形成への配慮
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３ 現況を踏まえて考えられる課題

夜間景観ガイドライン策定に必要となるポイントと課題

サンポート周辺
水際など、みなと界隈の光のつながり

海辺の賑わいや快適性をもたらす夜間景観形成

玉藻公園周辺
歴史的な施設の象徴性を守る光

石垣などのライトアップと調和した夜間照明

高松駅～中央商店街
駅と商店街を繋ぐ光の回廊

駅と商店街を繋ぐ沿道の光の形成

瓦町駅～中央公園
駅と中央公園を繋ぐ光の回廊

駅と中央公園を繋ぐ沿道の光の形成

水際の光が少なく、水面への写込が少ない 通りとして、光がつながっていない

夜間照明が明るすぎで、石垣などのライトアップを阻害 公園側に光がなく、通りとして、光がつながっていない



R4高松市航空写真
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４ 景観形成の方向性

現在考えられる計画に盛り込む事項 -サンポートエリア-

• 多様な過ごし方ができ

る親水空間づくり

• 木陰がありゆっくりと

くつろげる空間づくり

• まちと一体と

なった、港の空

間のしつらえ

• 海からの眺望に

おける景観を意

識したデザイン

づくり

• ウォーカブルな歩行空間

づくり

• 統一的にデザインされた

公共サイン

神戸メリケンパークの親水空間



中堀

眺望景観

眺望景観

R4高松市航空写真
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４ 景観形成の方向性

現在考えられる計画に盛り込む事項 –玉藻公園周辺-

• 海又は高松城からの眺望

における景観の保全

• 建築物等の意匠形態の誘導

• キャッスルプロムナードな

どの整備による海と一体と

なった海城の空間形成

• 屋外広告物などの規制・誘導



玉藻公園の光

港・駅の光

軸線の光

商店街の光

港の光
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４ 景観形成の方向性

現在考えられるガイドラインに盛り込む事項

• シンボル的なものや、低

層階を重点的にライト

アップ

• 道路空間、民地の光をつ

なげる光の回廊づくり
（樹木・施設のライトアップ

や足元灯などの整備） • 水際の建築物等を

象徴的に照らす光

• 石垣、堀、樹

木を象徴的に

照らす光

神戸フラワーロードの光の回廊
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４ 景観形成の方向性

景観計画及び夜間景観ガイドラインの構成

景観計画 夜間景観ガイドライン
• 景観計画改定の背景と目的

• 景観計画の位置づけ

• 景観計画区域

• 景観計画の方向性

• 良好な景観形成に関する方針

• 良好な景観形成のための行為の制限

に関する事項

• 景観重要建造物・樹木の指定方針

• その他景観形成に必要な事項

• 協働による景観形成の仕組みと体制

• ガイドラインの策定の背景と目的

• ガイドラインの位置づけ

• 夜間景観づくりの考え方

• 夜間景観の方向性

• 夜間景観の方針

次回の「高松市美しいまちづくり・景観審議会」において、

方向性や方針を提示する
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今後のスケジュール

事業内容
Ｒ６年度 Ｒ７年度 Ｒ８年度

4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 4～

景観計画の改定及び夜間景
観ガイドラインの策定

景観・屋外広告物条例改正

景
観
計
画
等
の
運
用
開
始

地元説明会
・パブコメ

（7月～8月頃）

★
4/1施行

第１回
審議会

●
（10/15）

第２回
審議会

●
（2月頃）

• 方針の
提示

第３回
審議会

●
（5月頃）

• 素案の
提示

第４回
審議会

●
（10月頃）

• 報告

●
（9月議会）
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